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第六回総会開催のご挨拶

工学部学友会  会長　立  入   勘  一

本日ここに、湖風会「工学部学友会」第六回総会開催に当り一言御挨拶を申上げます。

皆様方にはご多用のなか、又コロナ禍の折、母校公立大学法人滋賀県立大学キャンパス内の、総会

会場へ多数お集り頂き誠に有難うございます。特に今回は大学工学部のホームカミングデイと共催に

意義の深さを覚える次第です。準備に労を取って頂いた工学部の諸先生、学生諸君、湖風会及び事務

職員、学友会の役員の皆々様に厚く御礼を申上げます。又来賓としてご出席賜りました廣川能嗣学長

様、山根浩二副学長様、徳満勝久工学部長様、湖風会会長矢吹安子様、公益財団法人京都産業21専務

理事岡本圭司様にはお忙しい中ありがとうございます。

さてご承知のとおり湖風会「工学部学友会」は、湖風会支部組織の、一学部支部として平成23年

11月20日㈰に設立総会を開催し、以来会長として不肖立入勘一（Ｓ41M卒）が大役を仰せりつかり

10年余が経過しました。設立の目的に工学部学友会は彦根工専、県立短大の機械・工業化学、県立大

学工学部（材料、機械、電子）の卒業生と在学（院）生、それらに携わって頂いた教職員の方々との交

流と親睦を図り、母校県立大学工学部の発展に寄与することにあります。工学部学友会は「湖風会」

の下で活動しており、活動資金については湖風会の助成金以外に、特に会費など徴集は行っておりま

せん。今回も発行しております総会記念冊子への協賛広告の掲載や、また折々の募金や寄付で賄って

いる次第です。これらに御協力いただきました企業様、会員の皆様には改めてお礼申上げます。

「工学部学友会」は、設立の目的手段として、以下の事業展開しています。

1. 　会員と湖風会及県立大学工学部との連携推進

2. 　会員相互の交流・親睦推進（同好会、名簿管理、HP維持・発信）

3. 　県大工学部の活動支援（会社訪問―工場見学会等）

4. 　事務局の運営（理事会、会計、会則等）

昨今の活動事例では、学友会員、在学生、先生方が一緒になって会社訪問行い、訪問先で県大卒業

生の現役社員から話を聞くなど、本格的な同窓会活動を展開しております。ホームページに活動状況

の一端が載っておりますからご覧下さい。いずれの事業も積極、活発に展開されておりますが、残念

ながら昨年・一昨年はコロナの感染拡大により、活動が一部停滞せざるを得ない状況に至りました。

体制づくりについては、永年工学部学友会特別理事として、ご指導頂いた安田先生がご退職になり、

先日後任の特別理事の先生方に引きついで頂きました。安田先生に感謝申し上げるとともに、これか

らも各クラス会・湖風会・大学工学部と連携を密にして、同窓会の発展に寄与して参ります。これか

らも変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。
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滋賀県立大学同窓会湖風会
湖風会工学部支部

「工学部学友会」第６回総会

「工学部学友会の活動事例」

工学部学友会会長　立入勘一
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